
令和８年５月８日 

泉佐野市 報道提供資料 

 

タイトル 泉州地域から発信、地元ゆかりの伝承から創る新作能（未来にむけて） 

と き 令和８年５月２９日（金曜日）午後５時３０分～８時（公演予定） 

ところ 
蟻通神社 舞殿 （所在地）大阪府泉佐野市長滝８１４ 

少雨決行・雨天時はエブノ泉の森ホール 

内 容 

・新作能。「枕草子」から世界の安寧を 

 泉佐野市長滝の蟻通神社は、紀貫之の伝説から創作した世阿弥の謡曲「蟻通（ありどおし）」

の舞台として、またそれが鈴木春信の浮世絵にも描かれるなど古くから知られた神社です

が、いっぽうで清少納言の枕草子にも蟻通神社の創立逸話が伝えられていることを知る人は

多くありません。 

 平成 26年から十年以上にわたって蟻通神社境内で「蟻通」ほか能の公演を続けている「あ

りとほし薪能」実行委員会では、第 10 回公演の記念として制作していた新作能を完成し、

このほど初上演を迎えることになりました。 

 新作能「七曲蟻通（ななわだありとおし）」は、実行委員長の吉野が枕草子「蟻通の明神」

の段から再話して原案を執筆。そこに能役者や囃子方などの専門家が加わって厚みのある内

容に言葉を練り上げ、二年近くかけて能の謡曲として完成させました。 

 旅の一行が、とある神社に立ち寄ったところから物語は始まり、枕草子の作者である清少

納言自身を準主役（ツレ）として登場させていることが特徴で、彼女によって舞台は進んで

ゆきます。 

 原作の「蟻通の明神」は、外国から無理難題を押し付けられた国難を、老人の知恵によっ

て切り抜けるという内容で、和歌が天地を動かし、猛き武士の心も慰め得ることを説いた紀

貫之の「蟻通」と合わせて、日本が「知恵と文化（和歌）」を武器として戦火の絶えない地

球世界を収めてゆく我が国の理想の姿を、また高齢化社会の有りようをも示しており、まさ

に時機に叶った初上演となります。 

 一人でも多くの方にご覧いただくことによって、今回の薪能の催しが、世界に安寧秩序を

呼びかける機会になればと願っております。 

 

会場：泉佐野市長滝８１４ 蟻通神社 舞殿 

   雨天で会場変更の場合は、泉佐野市立文化会館エブノ泉の森ホール大ホール 

開演 ：令和８年５月２９日（金)午後５時３０分～８時００分(開場午後４時３０分) 

演目 ：能「七曲
ななわだ

蟻 通
ありとおし

」  狂言「佐渡
さ ど

狐
ぎつね

」  一調「蟻 通
ありどおし

」 

座席料金：Ｓ席 10,000 円 Ａ席 8,000 円 (全指定) 当日券は 1,000 円増し 

チケット販売は、蟻通神社ホームページまたはＦＡＸ（072-468-8343）にてお申込みください。 

問い合わせ：ありとほし薪能実行委員会 事務局  (電話)090-2103-5395(木戸) 

担当課 教育部 生涯学習課 

問合先 担当者名 細矢 （ TEL:072－469－7132（直通電話）） 
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